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(57)【要約】
　患者の皮下に埋め込まれるように構成された埋め込み型装置、臨床医用監視制御装置、
任意の患者用モバイル装置、遠隔サーバ、及び/又はデータアナリストによって使用され
る少なくとも１つのデータアナリスト装置を含むシステムが提供される。埋め込み型装置
は、監視制御装置、モバイル装置、及び/又は遠隔サーバのいずれか又は全てと、充電装
置を介して又はこのような各装置との直接無線接続を確立することによって通信すること
ができる。データアナリスト装置は、遠隔サーバとの直接接続を確立することができ、か
つ監視制御装置及びモバイル装置との接続を確立することもできる。埋め込み型装置によ
って生成されたデータを分析及び検討することによって、データアナリストは、病状を診
断する、又は病状のリスク上昇を示すことができる。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データアナリスト装置において埋め込み型装置から得られたデータを管理及び検討する
ためのシステムであって：
　第1の誘導充電回路、第1のマイクロプロセッサ、バッテリ、第1の通信ユニット、体液
を第1の体腔から第2の体腔に移動させるように構成されたポンプ、及び複数のセンサを含
むハウジングを備える埋め込み型装置であって、動作データ及び生理学的データを生成す
るように構成されている、該埋め込み型装置；
　第2の誘導充電回路、第2のマイクロプロセッサ、及び第2の通信ユニットを備える充電
装置であって、該第2の誘導回路から該第1の誘導回路にエネルギーを経皮的に無線伝達し
て該バッテリを充電するように構成され、かつ該埋め込み型装置から動作データ及び生理
学的データを受信し、そして該動作データ及び該生理学的データを該充電装置に格納する
ように該埋め込み型装置と通信するようにプログラムされている、該充電装置；並びに
　該動作データ及び該生理学的データが遠隔サーバから定期的にダウンロードされ、そし
てデータアナリスト装置で検討されるよう、該充電装置に格納された該動作データ及び該
生理学的データを該遠隔サーバに送信させるように構成されている、該充電装置の非一時
的コンピュータ可読媒体に格納された命令を含む、前記システム。
【請求項２】
　前記充電装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令が、前記充電装置
にインターネットを介して前記遠隔サーバと通信させるように構成されている、請求項1
記載のシステム。
【請求項３】
　前記充電装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令が、前記充電装置
に無線電話方式を介して前記遠隔サーバと通信させるように構成されている、請求項1記
載のシステム。
【請求項４】
　前記充電装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令がまた、少なくと
も動作パラメータを含む動作命令を前記埋め込み型装置に送信させるように構成されてい
る、請求項1記載のシステム。
【請求項５】
　前記充電装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令が、前記動作デー
タ及び前記生理学的データの送信が暗号化されるよう、該充電装置と前記遠隔サーバとの
間の通信を暗号化するように構成されている、請求項1記載のシステム。
【請求項６】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体及び該非一時的コンピュータ可読媒体に格納された
命令を含む臨床医用コンピュータをさらに含み、該命令が、該臨床医用コンピュータに前
記遠隔サーバと通信させ、そして該遠隔サーバから前記動作データ及び前記生理学的デー
タを受信させるように構成されている、請求項1記載のシステム。
【請求項７】
　非一時的コンピュータ可読媒体を含み、かつ該非一時的コンピュータ可読媒体に格納さ
れた命令も含む患者用モバイル通信装置をさらに含み、該命令が、該患者用モバイル通信
装置に前記遠隔サーバと通信させ、そして該遠隔サーバから前記動作データ及び前記生理
学的データを受信させるように構成されている、請求項1記載のシステム。
【請求項８】
　非一時的コンピュータ可読媒体及び該非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令
を含む臨床医用コンピュータをさらに含み、該命令が、少なくとも動作パラメータを含む
動作命令を該臨床医用コンピュータから前記充電装置に送信させるように構成されている
、請求項1記載のシステム。
【請求項９】
　前記データアナリスト装置が、非一時的コンピュータ可読媒体及び該非一時的コンピュ



(3) JP 2019-530492 A 2019.10.24

10

20

30

40

50

ータ可読媒体に格納された命令をさらに含み、該命令が、該データアナリスト装置に前記
遠隔サーバと通信させ、そして該遠隔サーバから前記動作データ及び前記生理学的データ
を受信させるように構成されている、請求項1記載のシステム。
【請求項１０】
　前記データアナリスト装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令が、
該データアナリスト装置に前記動作データ及び前記生理学的データをコンパイルさせ、ア
ナリストデータを生成させ、そして前記遠隔サーバに送信させるようにさらに構成されて
いる、請求項9記載のシステム。
【請求項１１】
　前記データアナリスト装置の非一時的コンピュータ可読媒体に格納された前記命令が、
前記動作データ又は前記生理学的データのうちの1つ以上が予めプログラムされた閾値を
超えると、該データアナリスト装置に警告メッセージを生成させ、そして該警告メッセー
ジを前記患者モバイル通信装置及び前記臨床医用コンピュータの少なくとも1つ以上に通
信させる、請求項9記載のシステム。
【請求項１２】
　前記複数のセンサが、心拍数センサ、ECGセンサ、温度センサ、又は呼吸センサのうち
の少なくとも1つ以上を含み、前記生理学的データが、心拍数、ECGデータ、温度、又は呼
吸数のうちの少なくとも1つを含む、請求項1記載のシステム。
【請求項１３】
　埋め込み型装置を管理する方法であって：
　臨床医用コンピュータと埋め込み型装置との間に無線接続を確立する工程であって、該
埋め込み型装置が、誘導充電回路、マイクロプロセッサ、バッテリ、通信ユニット、ポン
プ、及び1つ以上のセンサを含むハウジングを備える、該工程；
　該臨床医用コンピュータからの動作パラメータを該埋め込み型装置で受信する工程；
　該埋め込み型装置で受信した動作パラメータに従って該埋め込み型装置の動作を調整す
る工程；
　該埋め込み型装置の1つ以上のセンサからセンサデータを生成する工程；並びに
　データアナリスト装置による検討のために該センサデータがアクセスできるように、該
センサデータを遠隔サーバに送信する工程を含む、前記方法。
【請求項１４】
　前記データアナリスト装置において、前記センサデータを1つ以上の所定の閾値の範囲
と比較する工程；並びに
　該データアナリスト装置において、該センサデータが該1つ以上の所定の閾値の範囲外
である場合に警報を生成する工程をさらに含む、請求項13記載の方法。
【請求項１５】
　前記データアナリスト装置から前記遠隔サーバ、患者用モバイル通信装置、及び前記臨
床医用コンピュータの少なくとも1つ以上に前記警報を送信する工程をさらに含む、請求
項14記載の方法。
【請求項１６】
　前記データアナリスト装置上で、前記遠隔サーバからアクセスした前記センサデータを
分析する工程；
　該センサデータに基づいて該データアナリスト装置上でアナリストデータを生成する工
程；並びに
　該アナリストデータを該データアナリスト装置から前記遠隔サーバに送信する工程をさ
らに含む、請求項13記載の方法。
【請求項１７】
　前記データアナリスト装置上で前記アナリストデータを生成する工程が、病状の診断、
実用的な洞察、及び病状のリスク上昇の徴候のうちの少なくとも1つを生成する工程をさ
らに含む、請求項16記載の方法。
【請求項１８】
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　臨床医用コンピュータを使用して、前記遠隔サーバに格納された前記アナリストデータ
にアクセスする工程をさらに含む、請求項16記載の方法。
【請求項１９】
　前記アナリストデータが病状の診断又は病状のリスク上昇の徴候のうちの少なくとも1
つを含むか否かを決定するために、前記臨床医用コンピュータによって前記遠隔サーバに
定期的に問い合わせる工程をさらに含む、請求項17記載の方法。
【請求項２０】
　前記アナリストデータが病状の診断、病状のリスク上昇の徴候、又は他の実用的な洞察
のうちの少なくとも1つを含むことを確認すると、前記臨床医用コンピュータから患者用
モバイル通信装置に警報を送信する工程をさらに含む、請求項19記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、引用によりその開示が本明細書中に組み込まれている、2016年8月26日に出
願された米国仮特許出願第62/380,284号の出願日の利益を主張する。
【０００２】
（技術分野）
　本開示は、一般に、埋め込み型医療装置に関し、より詳細には、埋め込み型医療装置に
よって生成されたデータを管理及び分析することに関する。
【背景技術】
【０００３】
（背景）
　生理学的データは、観察によって収集できるものを遥かに超えた個人の健康状態の理解
を医療専門家に提供することができる。例えば、患者の体温、脈拍、脈拍の強さ、呼吸数
、血中酸素濃度、1回換気量、血圧、及び様々な他の生理学的パラメータを測定すること
により、医療専門家に患者の身体、生命維持に不可欠な重要な器官、及び系統の現状のよ
りよい理解を提供することができる。生理学的データは、バイオマーカーの測定値をさら
に含み得る。
【０００４】
　生理学的データはまた、病状の早期発見を提供し得る。多くの病状と同様に、早期発見
は、生死を分け得る。癌の分野では、患者の健康状態を定期的に監視することにより、処
置がより効果的である初期段階で癌を検出することによって生存率を改善し、死亡率を低
下させることができる。同様に、心臓病の早期発見により、患者が、自身の状態を悪化さ
せる習慣を変える又は止めることができる。
【０００５】
　たとえ病状が検出された後でも、生理学的データは依然として極めて有益である。患者
の症状及び生理学的測定値を適切な期間にわたって監視及び分析することによって、患者
の健康状態又は病状のより良い理解を得ることができる。ある期間にわたって患者の症状
及び生理学的測定値を監視することにより、医師及び医療専門家が、患者の病状の進行を
よりよく理解することができ、さらなる関連する状態及び潜在的に非関連の状態を検出す
ることができる。患者の症状及び生理学的測定値を記録することにより、将来の変化の意
義及び関連性を決定することができるアーカイブが提供される。
【０００６】
　生理学的データは、入院中及び診察中に収集され得るが、収集されたデータは、患者が
病院又は診療所にいる間のその所与の期間における患者の生理学的健康状態を垣間見せる
にすぎない。非常に少ないデータポイントでは、これらの生理学的測定値が経時的にどの
ように変化しているか、そしてそれらが患者の事象及びルーチンとどのように関連してい
るかを真に理解することは困難である。さらに、入院中又は医師の診察中に行われる生理
学的測定は、典型的には、身体の外部に限定された非侵襲的測定装置に限定されている。
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これらのタイプの測定は、多くの場合、体腔内の温度、圧力、及び他の流体パラメータな
どのバイオマーカーとして使用される内部パラメータを測定することができない。身体の
外部に限定された非侵襲的測定値は、典型的には、身体内の状態についての信頼できるバ
イオマーカーとしては機能しない。
【０００７】
　病院又は診療所の外部で特定の生理学的データを収集することを対象としたいくつかの
装置が生産されてきた。心拍数モニタは、病院外で使用される特定の生理学的測定装置の
一例である。心拍数モニタは、典型的には、心臓病と診断されたか、又は最近心臓発作を
起こした患者によって装着される。さらに、スポーツ選手は、フィットネス目的のために
心拍数モニタを装着することが知られている。典型的には、心拍数モニタは、患者の体外
からの非侵襲的に心拍数を測定する。いくつかの心拍数モニタはまた、モバイル装置と通
信することもでき、これにより、ユーザが、後に読みやすい方法でデータを閲覧すること
ができる。
【０００８】
　患者の心臓を連続的に監視し、異常な心拍リズムを自動的に検出して記録するMedtroni
c’s Reveal LINQ Insertable Cardiac Monitor装置は目的が類似している。このシステ
ムは、ユーザの胸部の皮下に埋め込まれ、心電図（ECG）の形で患者の心臓の活動を連続
的に監視する。医療事象が発生すると、体外記録装置が埋め込み型装置のすぐ近くに配置
されて、発症中の心拍リズムを記録する。
【０００９】
　病院又は診療所の外部で特定の生理学的データを収集するように設計された別の装置は
、リアルタイムで血糖値を測定し、遠隔モニタに警報を送信するMedtronic’s Continuou
s Glucose Monitoring（CGM）システムである。警報には、血糖値が向かっている方向、
近づいてくる低値及び高値の早期通知、低値又は高値の警報、並びに食物、身体活動、投
薬、及び病気がいかに血糖値に影響を与えるかについての洞察が含まれる。このシステム
は、皮下に挿入された血糖値を測定するグルコースセンサ、グルコース情報を該センサか
ら無線周波数でモニタに送信する送信機、及びグルコースが上限又は下限に達しているこ
とを検出したときに画面に血糖値を表示してユーザに知らせる小型の外部モニタからなる
。
【００１０】
　病院又は診療所の外部で特定の生理学的パラメータを測定するための装置が開発され商
品化されているが、これらの装置は、処置されている病状又は問題の解剖学的構造の一部
に特有の生理学的パラメータを測定することのみを目的とする。典型的には、これらの装
置は、1つのセンサに限定され、例えば、心拍数又は血糖値のみを測定する。このため、
生成されたデータの分析は、多くの場合、範囲が狭く、処置されている病状についてのも
のである。生成される限定されたデータは、その特定の病状をよりよく理解するのに役立
つが、これは、身体の全体的な健康状態、及び他の身体の部分又は身体内の系統がどのよ
うに病状又は問題の解剖学的構造の一部に関連するかについての洞察を殆ど又は全く提供
せず、従って、多くの場合、バイオマーカーとして機能するには不十分である。
【００１１】
　これらの装置の別の欠点は、装置の監視又は記録要素を、典型的には、検出装置に物理
的に結合すること、又は該検出装置に非常に近接させる必要があることである。検出装置
が、監視又は記録要素に物理的に接続される場合、これは、多くの場合、埋め込まれたセ
ンサから外部の監視又は記録装置まで経皮的に延びるケーブルを必要とする。経皮ケーブ
ルは、痛みを伴うだけではなく、感染症も引き起こし得る。さらに、経皮ケーブルは、動
きを制限し、ユーザの日常の活動を妨げ得る。
【００１２】
　引用によりその全体が本明細書中に組み込まれている、「体液貯留を処置するための装
置及び方法（apparatus and methods for treating intracorporeal fluid accumulation
）」という名称のDegenの米国特許第9,039,652号では、埋め込み型医療検出装置は、デー
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タを生成するように構成され、充電装置は、データをダウンロードするように構成されて
いる。Degenの埋め込み型装置は、膀胱及び別の腔、例えば腹膜腔に結合されるように構
成されている機械的歯車ポンプを備える。Degenの埋め込み型装置は、圧力、温度、湿度
、充電状態、ポンプの状態、患者の動き、並びに他の環境及びシステム関連パラメータを
連続的に監視するための複数のセンサをさらに説明している。複数のセンサは、ごく近接
している場合にのみ充電装置と無線通信することができる。次いで、充電装置は、この情
報を医師のコンピュータに中継することができる。
【００１３】
　装置は、一般に、監視又は記録装置が埋め込み型装置に近接していることを必要とする
。埋め込み型装置が、頻繁に監視及び記録装置の範囲外に出ることを考慮すると、データ
は、監視又は記録装置に連続的にアップロードされない可能性がある。従って、埋め込み
型検出装置は、アップロード間にデータを記憶するための複雑な回路及びメモリを備える
必要がある。
【００１４】
　これらの装置のさらに別の欠点は、これらの装置が、多くの場合、インスリンポンプな
どの埋め込み型機械の性能を追跡するための動作パラメータを生成しないことである。例
えば、連続グルコース監視システムは、患者の血糖値に関するデータを生成し得るが、こ
のようなシステムは、インスリンポンプのパラメータは測定せず、ポンプの性能に疑問が
残る。このようなデータは、利用可能であれば、インスリンポンプの性能と比較して、身
体に対するポンプの効果をより最適化し理解することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　既知のシステムの上記の欠点を考慮すると、必ずしも埋め込み型装置に近接して配置す
る必要のないいくつかの他のコンピュータ装置を使用して、該埋め込み型装置によって生
成された生理学的データ及び動作データを管理及び分析するための方法及びシステムを提
供することが望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
（概要）
　本開示は、遠隔データアナリスト装置を含む様々な通信装置と無線通信するように構成
された埋め込み型装置によって生成されたデータを管理、検討、及び分析するためのシス
テム及び方法を提供することによって、埋め込み型医療装置を有する既知のシステムの欠
点を克服する。
【００１７】
　本発明の原理によると、例示的なシステムは、患者に埋め込まれるべき埋め込み型装置
、該埋め込み型装置を充電し、かつ/又は該埋め込み型装置と通信するための充電装置、
該埋め込み型装置及び/又は該充電装置と通信するように構成された遠隔サーバ、監視制
御装置、及び任意にモバイル装置を含むことができ、これらの装置はそれぞれ、該埋め込
み型装置、該充電装置、及び/又は該遠隔サーバと、及び互いに通信することができる。
このシステムは、少なくとも遠隔サーバと通信するデータアナリスト装置をさらに含み得
る。
【００１８】
　埋め込み型装置は、マイクロプロセッサ、通信ユニット、及び複数のセンサを有し得る
。埋め込み型装置は、動作データ及び生理学的データを生成し、そして複数のセンサのう
ちの1つ以上のセンサによって検出された情報に基づいてバイオマーカーを抽出すること
ができる。動作データ及び生理学的データは、マイクロプロセッサを使用して処理し、そ
して通信ユニットを使用してシステム内の他の装置と通信することができる。埋め込み型
装置は、充電装置との通信を介してシステム内の他の装置と通信することができる。この
ようにして、埋め込み型装置は、動作データ及び/又は生理学的データを充電装置に通信
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し、次いで該充電装置は、そのデータをシステム内の他の装置に送信することができる。
同様に、システム内の他の装置は、充電装置を介してその情報を中継することによって動
作パラメータ及び/又は命令を埋め込み型装置に送信することができる。埋め込み型装置
の通信ユニットは、様々な周知の無線通信技術を使用して充電装置と通信することができ
る。システム内の他の装置は、様々な周知の無線又は有線通信技術を使用して充電装置と
通信することができる。
【００１９】
　あるいは、埋め込み型装置は、充電装置を介して通信を中継することなく、これらの他
の装置と無線通信することによって、システム内の他の装置と直接通信することができる
。例えば、監視制御装置及び/又はモバイル装置は、埋め込み型装置から生理学的データ
及び/又は動作データを受信することができる。無線通信は、様々な周知の無線通信技術
によって可能にすることができる。このようにして、埋め込み型装置は、動作データ及び
/又は生理学的データをシステム内の他の装置に通信することができ、同様に、該システ
ム内の他の装置は、動作パラメータ及び/又は命令を該埋め込み型装置に無線通信するこ
とができる。
【００２０】
　充電装置がリレーとして使用されるか、又は埋め込み型装置が無線技術を使用してシス
テム内の他の装置と直接通信するかにかかわらず、遠隔サーバは、生理学的データ及び/
又は動作データを受信することができる。データアナリスト装置は、遠隔サーバの動作デ
ータ及び/又はバイオマーカーデータを含む生理学的データにアクセスしてダウンロード
することができる。データアナリスト装置は、動作データ及び/又は生理学的データを分
析して、アナリストデータを生成するように構成することができる。アナリストデータは
、データにおける傾向を含むことができ、かつ動作データ及び/又は生理学的データを、
個人の埋め込み型装置から受信した過去のデータ及び/又は他の埋め込み型装置からのデ
ータと比較することができる。データはまた、所定の閾値又は計算された閾値と比較する
ことができる。アナリストデータは、遠隔サーバに通信して、充電装置、監視制御装置、
及び/又はモバイル装置による検索のために遠隔サーバに保存することができる。データ
アナリスト装置はまた、例えば、医学的診断又は病状のリスク上昇の徴候を含む警告メッ
セージを生成し、その警告メッセージを充電装置、監視制御装置、及び/又はモバイル装
置に通信することができる。
【００２１】
　埋め込み型装置は、さらに又は代わりに、動作データ及び/又はバイオマーカーデータ
を含む生理学的データを分析するようにプログラムすることができる。例えば、埋め込み
型装置は、動作データ及び/又は生理学的データを、埋め込み型装置にプログラムされた
所定の閾値と比較することができる。動作データ及び/又は生理学的データが所定の閾値
を超えるか、又はその他の点で所定の閾値に整合していない場合は、埋め込み型装置は、
システム内の他の装置のうちの1つ以上に警告メッセージを通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
（図面の簡単な説明）
【図１】図1は、埋め込み型装置、充電装置、監視制御装置、モバイル装置、遠隔サーバ
、及びデータアナリスト装置を有する本開示の例示的なシステムを例示する。
【００２３】
【図２】図2は、埋め込み型装置の例示的な一実施態様の電子部品の概略図である。
【００２４】
【図３】図3は、充電装置の例示的な一実施態様の電子部品の概略図である。
【００２５】
【図４】図4は、監視制御装置の例示的な一実施態様の電子部品の概略図である。
【００２６】
【図５】図5は、モバイル装置の例示的な一実施態様の電子部品の概略図である。
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【００２７】
【図６】図6は、モバイル装置に表示されるモバイルグラフィックユーザインターフェイ
スの例示的な一実施態様を例示する。
【００２８】
【図７】図7は、生理学的異常及び／又は動作異常の警告を生成して送信するための例示
的なプロセスを要約したフローチャートを例示する。
【００２９】
【図８】図8は、モバイル装置に表示される警告グラフィックユーザインターフェイスの
例示的な一実施態様を例示する。
【００３０】
【図９】図9は、監視制御装置に表示される医師用グラフィックユーザインターフェイス
の例示的な一実施態様を例示する。
【００３１】
【図１０】図10は、監視制御装置、遠隔サーバ、及びデータアナリスト装置によって確立
された通信ネットワークの例示的な一実施態様を例示する。
【００３２】
【図１１】図11は、データアナリスト装置に表示されるアナリスト用グラフィックユーザ
インターフェイスの例示的な一実施態様を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
（詳細な説明）
　本開示のシステムは、埋め込み型医療装置によって生成された生理学的データ及び/又
は動作データを監視及び分析するためのシステム及び方法を含む。埋め込み型装置に加え
て、本発明の原理に従って構成された例示的なシステムは、充電装置、患者のモバイル通
信装置、医師の監視制御装置、及び1つ以上の遠隔サーバを含み得る。1つ以上の遠隔サー
バはさらに、遠隔サーバの動作データ及び/又は生理学的データにアクセスして、該動作
データ及び/又は該生理学的データを分析するために1つ以上のデータアナリスト装置と通
信することができる。このシステムは、生理学的データ及び/又は動作データの分析に基
づいて、医師及び/又は患者に病状又は動作異常を警告するように構成することができる
。
【００３４】
　埋め込み型医療装置によって生成されたデータを分析して、ユーザグループ又はビジネ
スモデルに応じていくつかの異なる目的を達成することができる。1つの目標は、実用的
な洞察を患者に提供し、これにより患者の行動に影響を与えることによって、慢性疾患患
者の転帰を改善することであり得る。別の目標は、自己管理及び遠隔監視のための安全な
技術的解決策を提供することで在宅介護を可能にすることによって医療費を削減し、かつ
生活の質を改善することであり得る。別の目的は、個別化された傾向の認識及び予測に基
づいて実用的な洞察を医師に提供し、初期の介入又は予防的な治療手段を可能にすること
によって、転帰を、そして場合によっては平均余命も改善することであり得る。埋め込み
型装置によって生成されたデータはまた、バイオマーカーに基づいて実用的な洞察を製薬
会社に提供することもできる。
【００３５】
　埋め込み型医療装置によって生成されたデータは、一意の識別子を有する埋め込み型装
置は患者から容易に取り外すことができないため、信頼性をさらに高める。患者間で容易
に交換することができる装着型センサとは異なり、データが、その特定の患者からのもの
であると信頼することができる。信頼性は、医療データを軸に展開する新しいビジネスモ
デルにとって重要な因子であり得る。
【００３６】
　図1を参照すると、本開示のシステム10の概略が示されている。システム10は、埋め込
み型装置15、外部充電装置40、監視制御装置60、モバイル装置80、及び遠隔サーバ95、並
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びにデータアナリスト装置100を含み得る。
【００３７】
　埋め込み型装置15は、患者の体内の皮下に埋め込まれ、様々な生理学的データ及び/又
は動作データを生成し、そして生理学的データ及び/又は動作データをシステム10内の他
の装置に通信するように構成されている。図1に示され、以下により詳細に論じられるよ
うに、埋め込み型装置15は、小容量の密封された生体適合性ハウジング16を有することが
でき、該ハウジング16は、生理学的データ及び/又は動作データを生成するための複数の
センサ、並びに埋め込み型装置15とシステム10内の他の装置との間で生理学的データ及び
/又は動作データを送信するための送受信機を収容することができる。
【００３８】
　埋め込み型装置15は、皮下で病状を処置するためのハードウェア、例えばポンプをさら
に備えることができる。埋め込み型装置15は、入口カテーテル18に結合された入口ポート
17及び出口カテーテル20に結合された出口ポート19を備えることができる。ポンプは、あ
る体腔から別の体腔、例えば、第1の体腔から第2の体腔へ体液を移動させるように設計さ
れた電気機械ポンプであり得る。例えば、電気機械ポンプは、入口カテーテル18を患者の
腹膜腔内に配置し、出口カテーテル20を患者の膀胱壁に通して配置することによって腹水
症の処置に使用することができる。このようにして、電気機械ポンプは、上述のDegenの
特許に開示されているように、体液を腹膜腔から患者の膀胱に移動させることができる。
埋め込み型装置15は、代わりに又はこれに加えて、生体適合性ハウジング内に他のハード
ウェアを含み得ることを理解されたい。
【００３９】
　次に図2を参照すると、埋め込み型装置15の例示的な機能ブロックが例示されている。
特に、埋め込み型装置15は、例示的には、データバスを介してフラッシュメモリ又は電気
的消去可能プログラム可能なROMなどの不揮発性メモリ23及び揮発性メモリ24に結合され
たマイクロプロセッサ22である、制御回路を備えることができる。マイクロプロセッサ22
は、充電装置40、監視制御装置60、モバイル装置80、及び/又は遠隔サーバ95のいずれか
又は全てに動作データ及び/又は生理学的データを送信させるように構成された、非一時
的コンピュータ可読媒体に格納された命令を有するファームウェアを含み得る。命令はま
た、埋め込み型装置15に動作命令を受信させることもできる。マイクロプロセッサ22は、
バッテリ25、誘導回路26、無線送受信機27、電気モータ28、赤外線LED 38、及び複数のセ
ンサに電気的に結合することができ、該複数のセンサには、例えば、1つ以上の湿度セン
サ29、1つ以上の温度センサ30、1つ以上の加速度計31、1つ以上の圧力センサ32、1つ以上
の呼吸数センサ33、及び1つ以上の心拍数センサ34が含まれる。他のセンサ、例えば、流
量センサ、ECGセンサ、pHセンサ、及び所与の腔内の体液の量を測定するための容量セン
サなども装置15にさらに含めることができる。
【００４０】
　動作データは、埋め込み型装置15及び/又は埋め込み型装置15に組み込まれたハードウ
ェアの動作を示し、かつ埋め込み型装置15に組み込まれたセンサによって生成することが
できる。生理学的データは、患者の生理学的状態を示し、同様に、システム10に組み込ま
れたセンサによって生成することができる。例えば、1つ以上の湿度センサ29は、埋め込
み型装置のハウジング内の湿度の測定に使用することができ；1つ以上の温度センサ30は
、1つ以上の体腔（例えば、腹膜腔、胸膜腔、心膜腔、及び/又は膀胱）又は体の領域（例
えば、腹部）の温度の測定、及び/又は埋め込み型装置15のハウジング内の温度の測定、
及び/又はバッテリ25などの埋め込み型装置の構成要素の温度の測定に使用することがで
き、1つ以上の加速度計31は、患者が静止しているかどうかの判断、及び/又は患者の位置
、例えば、垂直、水平の検出に使用することができ；1つ以上の圧力センサ32は、血圧及
び/又は1つ以上の体腔（例えば、腹膜腔、胸膜腔、心膜腔、及び/又は膀胱）内の圧力を
測定するために埋め込み型装置15に組み込むことができ；1つ以上の呼吸数センサ33は、
所与の期間内に行われた呼吸数の検出に使用することができ；そして1つ以上の心拍数セ
ンサ34は、所与の期間において心臓が拍動している速度又は心拍数の変動の検出に使用す
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ることができる。流量センサ、pHセンサ、及び容量センサなどの他のセンサは、ポンプ入
口及びポンプ出口の流量の測定に使用することができ、流量測定値が、圧力センサの測定
値、体内の体液の酸性度、及び腔が体液で満たされている程度とそれぞれ組み合わせられ
る場合は、この流量から体液の粘度を導出することもできる。
【００４１】
　生理学的データの例としては、患者の生理機能に関連する検出データ、例えば、1つ以
上の体腔に関連する温度データ、例えば心拍数及び/又は呼吸数に関連する加速度計デー
タ、血圧及び/又は1つ以上の体腔に関連する圧力データ、呼吸数データ、及び心拍数デー
タ、1つ以上の体腔に関連する流量データ、埋め込み型装置によってポンピングされる体
液に関連するpHデータ、及び1つ以上の体腔に関連する容量データを挙げることができる
。生理学的データは、バイオマーカーデータ、すなわち生物学的状態又は条件を示す測定
可能なデータを含み得る。例えば、肝疾患患者の腹水の粘度は、感染症を示すバイオマー
カーとして機能し得る。患者の体内の複数のセンサから収集されたデータを組み合わせて
、効果的なバイオマーカーを得ることができる。例えば、腹水の粘度データと温度データ
を組み合わせて、既存又は進行中の感染症のより一層信頼性の高い指標を得ることができ
る。動作データの例としては、埋め込み型装置に関連するデータ、例えば、該埋め込み型
装置に関連する湿度データ、該埋め込み型装置に関する温度データ、該埋め込み型装置に
関する圧力データ、該埋め込み型装置に関する流量データを挙げることができ、さらにポ
ンプに関連するデータ、例えばRPMデータ、効率データ、ランタイムデータなども挙げる
ことができる。場合によっては、動作パラメータは、生理学的パラメータの間接的な測定
値としても役立ち得る。例えば、ポンプのモータトルクの測定を、他の測定されたパラメ
ータと組み合わせて使用して、流動抵抗に基づいて体液の粘度を決定することができる。
【００４２】
　誘導回路26は、充電装置40から送信されるエネルギーを受信するためにコイル35に電気
的に結合することができる。送受信機27は、無線通信ユニット37を含むことができ、かつ
アンテナ36に結合することができる。無線通信ユニット37は、チップセットなどの通信回
路であり得、該通信回路は、GSM、LTE、CDMAなどの1つ以上の無線電話/セルラー規格、及
び/又はBLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、ZigBee、IEEE802.15、NFCなどの他
の通信規格、Wi-Fi若しくはWi-Fi Directなどの任意のIEEE802.11無線規格、又は光学的
、音響的、若しくは導電性体内原理（ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｉｎｔｒａｃｏｒｐｏｒａ
ｌ　ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ）を含む任意の他の無線規格に準拠している。図1に示すように
、図2に示す全ての構成要素は、ハウジング21内に含めることができる。
【００４３】
　図1に示すように、充電装置40は、ハンドヘルド装置であり得、かつ保持するのに適し
た人間工学的なハウジングを有する。より詳細に論じられるように、充電装置40は、それ
ぞれの装置の誘導コイルを使用して経皮的にエネルギーを伝達して埋め込み型装置15内の
バッテリ25を充電することができる。充電装置40はまた、各装置内の送受信機及び通信ユ
ニットを使用して埋め込み型装置15と直接通信することができる。充電装置40は、非一時
的コンピュータ可読媒体、及び埋め込み型装置15へのデータの送信を含む、埋め込み型装
置15との通信を可能にする、非一時的コンピュータ可読媒体上で実行される命令を含み得
る。命令はまた、充電装置40が、埋め込み型装置、監視制御装置60、モバイル装置80、及
びデータアナリスト装置100からデータを受信することを可能にすることもできる。充電
装置40は、少なくとも動作パラメータを含む動作命令を埋め込み型装置15に通信すること
ができ、かつ埋め込み型装置15から生理学的データ及び/又は動作データを受信すること
ができる。動作命令は、埋め込み型装置15及び埋め込み型装置15に組み込まれたハードウ
ェアの動作を制御することができる。例えば、動作命令は、指定された動作パラメータ又
は設定で動作するように埋め込み型装置15に組み込まれたハードウェアに命令することが
できる。動作パラメータ又は設定は、ポンプ排出量の設定、ポンプ電圧又は電流の設定、
ポンプ流量の設定、ポンプのRPM、又はポンプに組み込まれたハードウェアが動作するよ
うに設定することができる他の任意の設定を含み得る。充電装置40は、埋め込み型装置15
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から受信した生理学的データ及び/又は動作データを受信し、格納することができる。充
電装置40は、監視制御装置60、モバイル装置80、及び遠隔サーバ95などのシステム10の他
の装置とさらに通信することができる。
【００４４】
　次に図3を参照すると、充電装置40の例示的な機能ブロックの概略図が示されている。
充電装置40は、不揮発性メモリ42（例えば、EEPROM又はフラッシュメモリ）に結合された
マイクロプロセッサ41、揮発性メモリ43、無線送受信機44、誘導回路45、バッテリ46、イ
ンジケータ47、及びディスプレイ48を備えることができる。マイクロプロセッサ41、不揮
発性メモリ42及び揮発性メモリ43、及び無線送受信機44を、テキサス州ダラスのTexas In
struments社から入手可能なMPS430ファミリーのマイクロプロセッサなどの単一ユニット
に組み込むことができる。送受信機44は、埋め込み型装置15との間で情報を送受信するた
めにアンテナ49に結合することができる。充電装置40の送受信機44は、無線電話/セルラ
ー、BLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、ZigBee、IEEE802.15、NFC、IEEE802.11
無線規格、又は光学的、音響的、若しくは導電性体内原理を含む任意の他の無線規格の1
つ以上に準拠した、チップセットなどの通信回路であり得る無線通信ユニット50を備える
ことができ、これにより、充電装置40が、埋め込み型装置15、監視制御装置60、モバイル
装置80、及び遠隔サーバ95の1つ以上と無線通信することが可能となる。無線通信ユニッ
ト50は、2種類以上の通信規格と互換し得ることをさらに理解されたい。バッテリ46は、
コネクタ51に結合して、外部電源を使用してバッテリ46を充電することができる。入力装
置52、好ましくは多機能ボタンをマイクロプロセッサ41に結合して、患者がいくつかのコ
マンドを充電装置40に入力できるようにすることもできる。インジケータ47は、充電装置
40と埋め込み型装置15との間で達成される充電の質を示すために点灯し、従って再充電中
に埋め込み型装置15に対する充電装置40の位置決めを最適化するのに役立つ複数のLEDを
含み得る。
【００４５】
　マイクロプロセッサ41はまた、埋め込み型装置の通信及び/又は充電を制御する不揮発
性メモリ42に格納されたファームウェアを実行することができる。マイクロプロセッサ41
は、埋め込み型装置15から充電装置40にアップロードされた生理学的データ、動作データ
、及び/又はイベントログなどのデータを転送及び格納するように構成されている。マイ
クロプロセッサ41は、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80からコマンド入力を受信
させ、それらのコマンド入力を埋め込み型装置15に送信させるように構成された、非一時
的コンピュータ可読媒体に格納された命令を有するファームウェアを含み得る。マイクロ
プロセッサ41はまた、充電装置40に組み込まれた入力装置52を使用して埋め込み型装置15
にコマンド入力を送信させるように構成された、非一時的コンピュータ可読媒体に格納さ
れた命令を有するファームウェアを含み得る。マイクロプロセッサ41はまた、動作データ
及び/又は生理学的データを遠隔サーバ95に送信させるように構成された、非一時的コン
ピュータ可読媒体に格納された命令を有するファームウェアを含み得る。命令はまた、充
電装置40の通信ユニット50に、インターネットを介して及び/又は無線電話方式を介して
遠隔サーバ95と通信させることができる。さらに、命令は、遠隔サーバ95と充電装置40と
の間の通信を暗号化させることができる。マイクロプロセッサ41はまた、埋め込み型装置
の再充電中及び充電の状態、例えば、充電率又は充電されたパーセンテージの表示中の誘
導回路45の動作を含む、充電装置40の様々な出力動作を制御及び監視することもできる。
【００４６】
　誘導回路45は、コイル53に結合され、かつ埋め込み型装置15のコイル35と誘導的に結合
して埋め込み型装置15のバッテリ25を再充電するように構成されている。エネルギー伝達
は、埋め込み型装置のコイル53とコイル35との電磁結合によって達成される。当業者には
理解されるように、交流電流をコイル53を介して供給することができ、これにより、コイ
ル53の周りに電磁場が生成され、コイル53及び35が近接して保持されるとコイル35に交流
電流が誘導される。
【００４７】
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　図1に示す監視制御装置60は、とりわけ、動作パラメータを設定及び調整するため、イ
ベントログをダウンロードするため、並びに埋め込み型装置15によって生成された生理学
的データ及び/又は動作データ並びにアナリスト装置65によって生成されたアナリストデ
ータを検索して表示するために、臨床医又は医師によって使用される臨床医又は医師のコ
ンピュータであり得る。監視制御装置60は、臨床医の任意のコンピュータ装置（例えば、
パーソナルコンピュータ、ラップトップ、タブレット、スマートフォンなど）であり得、
例示的にはラップトップコンピュータである。監視制御装置60を使用して、臨床医は、埋
め込み型装置15によって生成されたデータを検討し、埋め込み型装置15に組み込まれたハ
ードウェアの性能に加えて患者の健康状態を追跡することができる。監視制御装置60を使
用する臨床医又は医師はまた、実用的な洞察を受け取って処置を施すか、あるいは変化を
生じさせて患者の状態又は健康を改善することができる。
【００４８】
　次に図4を参照すると、監視制御装置60の例示的な機能ブロックの概略図が示されてい
る。監視制御装置60は、好ましくは、プロセッサ61、揮発性及び/又は不揮発性メモリ62
、デジタルディスプレイなどのユーザインターフェイス63、例えば、キーボード、マウス
、及びUSBポートを含む入出力装置の構成要素64、送受信機65、電源ポート66、及びバッ
テリ67などの従来のパーソナルコンピュータ装置に一般的に見られる構成要素を含む。送
受信機65は、セルラー方式、BLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、及びZigBee規
格、IEEE802.15、NFC、又はWi-Fi若しくはWi-Fi Directなどの任意のIEEE802.11無線規格
の1つ以上に準拠した無線通信回路を含み得る。さらに、監視制御装置60は、プロセッサ6
1上で実行されると、生理学的データ及び/又は動作データを検索して表示し、監視制御装
置60上で実行されると、監視制御装置60に、動作パラメータを含む動作命令を埋め込み型
装置15及び/又は充電装置40に通信させるソフトウェア68を含み得る。生理学的データ及
び/又は動作データは、埋め込み型装置15、充電装置40、遠隔サーバ95、及び/又はデータ
アナリスト装置100から監視制御装置60に送信することができる。
【００４９】
　図1に示すように、任意のモバイル装置80もシステム10に組み込むことができる。モバ
イル装置80は、患者用モバイル通信装置であり得、患者又は患者を支援する人がこれを使
用して、特に、生理学的データ及び/又は動作データを見ることができる。モバイル装置8
0は、ユーザ/患者/介護者のいずれかのモバイル通信装置（例えば、スマートフォン、タ
ブレット、スマートウォッチ、ラップトップなど）であり得、例示的には大型ディスプレ
イを有するスマートフォンである。以下により詳細に議論するように、患者は、モバイル
装置80を使用して埋め込み型装置15、充電装置40、及び/又は監視制御装置60と通信する
ことができる。
【００５０】
　次に図5を参照すると、モバイル装置80の例示的な機能ブロックの概略図が示されてい
る。モバイル装置80は、プロセッサ81、揮発性及び/又は不揮発性メモリ82、デジタルデ
ィスプレイなどのユーザインターフェイス83、例えばキーボード、タッチスクリーン、又
はUSBポートを含む入出力機構84、送受信機85、電源ポート86、及びバッテリ87などのあ
らゆる現代のモバイル装置に一般に見られる構成要素を含み得る。送受信機85は、GSM、L
TE、CDMAなどのセルラー規格、又はBLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、ZigBee
、NFCなどの他の通信規格、Wi-Fi若しくはWi-Fi Directなどの任意のIEEE802.11無線規格
のうちの1つ以上に準拠した無線通信回路を含み得る。例えば、送受信機85は、SMSテキス
ト及びボイスメッセージ機能を有するセルラー規格に準拠してもよい。さらに、モバイル
装置80は、プロセッサ81上で実行されると、モバイル装置80に埋め込み型装置15及び/又
は遠隔サーバ95と通信させて生理学的データ、動作データ、及び/又はアナリストデータ
を検索させて表示させる、非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令を有するソフ
トウェア88を含み得る。ソフトウェア88は、プロセッサ81によって実行されると、モバイ
ル装置80に動作命令を埋め込み型装置15及び充電装置40と通信させる命令を生成するよう
にさらに構成することができる。
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【００５１】
　遠隔サーバ95は、図1に示すように、埋め込み型装置15によって生成された生理学的デ
ータ及び/又は動作データを受信することができ、かつ生理学的データ及び/又は動作デー
タを格納することができる。遠隔サーバ95は、生理学的データ及び/又は動作データ、並
びに埋め込み型装置15によって、又はモバイル装置80、監視制御装置60、及び/又はデー
タアナリスト装置100などの他の装置によって生成された任意の他のデータの検索のため
にアクセスすることができる。遠隔サーバ95は、上記で議論した既知の通信方法のいずれ
かを使用してシステム10内の他の装置と通信することができる。例えば、遠隔サーバ95は
、好ましくは、充電装置40、監視制御装置60、モバイル装置80、及び/又はデータアナリ
スト装置100のいずれか又は全てと通信するためにインターネットに接続される。
【００５２】
　図1にも示されているデータアナリスト装置100をデータアナリストが使用して、埋め込
み型装置15によって生成されたデータを編集し、検討し、分析し、そして埋め込み型装置
15によって生成されたデータに基づいてデータ分析を生成することができる。データアナ
リスト装置100は、コンピュータ可読媒体、及びコンピュータ可読媒体に格納された命令
を含むことができ、該命令は、データアナリスト装置上で実行され、該データアナリスト
装置に遠隔サーバ95と通信させて遠隔サーバ95から動作データ及び/又は生理学的データ
を受信させる。さらに、命令は、データアナリスト装置100に動作データ及び/又は生理学
的データを編集させ、そしてアナリストデータを生成させることができる。命令はまた、
データアナリスト装置100に遠隔サーバ95と通信させてアナリストデータを遠隔サーバ95
に送信させることができる。データアナリスト装置100は、任意の適切なLAN若しくはWAN
を介して遠隔サーバ95と有線接続してもよいし、又は遠隔サーバ95と無線通信してもよい
。データアナリスト装置100を使用して、データアナリスト装置100によって生成されたデ
ータ分析を遠隔サーバ95に送信し、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80による検索
のために遠隔サーバ95に格納することができる。
【００５３】
　データアナリスト装置100は、生理学的データ及び/又は動作データを検索し、そして傾
向及び異常についてデータを分析するように構成されたデータアナリストの任意のコンピ
ュータ装置（例えば、パーソナルコンピュータ、ラップトップ、タブレット、スマートフ
ォンなど）であり得る。命令はまた、データアナリスト装置にアナリストデータを生成さ
せるか、又は病状の診断及び/若しくは病状のリスク上昇の徴候を含み得るアナリストデ
ータの生成においてデータアナリストを支援させることができる。非一時的コンピュータ
可読媒体上で実行される命令は、動作データ及び/又は生理学的データが予めプログラム
された閾値を超えるとデータアナリスト装置100に警告メッセージを生成させることがで
き、かつデータアナリスト装置100に警告メッセージを患者のモバイル通信装置80及び/又
は監視制御装置60に通信させることもできる。データアナリスト装置100は、プロセッサ
、揮発性及び/又は不揮発性メモリ、デジタルディスプレイなどのユーザインターフェイ
ス、送受信機、バッテリ、並びにキーボード、マウス、及びUSBポートなどの入力及び出
力構成要素などの従来のパーソナルコンピュータ装置に一般的に見られる構成要素を含み
得る。
【００５４】
　埋め込み型装置15がシステム10と通信することができる少なくとも2つの方法が存在す
る。まず、埋め込み型装置15は、GSM、LTE、CDMA、BLUETOOTH（商標）、Bluetooth low e
nergy、ZigBee、NFCなどの任意の周知の無線規格、又はWi-Fi若しくはWi-Fi Directなど
の任意のIEEE802.11無線規格、又は光学的、音響的、若しくは導電性体内原理を含む任意
の他の無線規格の1つ以上を使用して充電装置40と直接無線通信することができる。この
第1の構成では、埋め込み型装置15は、充電装置40を介して通信を中継することによって
システム10内の他の装置と通信することができる。充電装置40は、限定されるものではな
いがGSM、LTE、CDMA、BLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、ZigBee、及びWi-Fi又
はWi-Fi Directなどの任意のIEEE802.11無線規格を含む1つ以上の周知の通信規格を使用
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してシステム10内の1つ以上の装置と有線通信又は無線通信することができる。例えば、
充電装置40は、Wi-Fi Directを使用して埋め込み型装置15に接続してもよいし、局所Wi-F
iルータに接続してインターネットに接続してもよい。インターネットを介して、充電装
置40は、監視制御装置60、モバイル装置80、及び/又は遠隔サーバ95と通信することがで
きる。
【００５５】
　充電装置40、監視制御装置60、及びモバイル装置80はそれぞれ、各装置がインターネッ
トを介して互いに通信することを可能にするメッセージングプロトコルでプログラムされ
た、非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令を実行するように構成することがで
きる。コマンドは、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80から充電装置40のマイクロ
プロセッサ41に通信することができ、その後、充電装置40から埋め込み型装置15に中継す
ることができる。このようにして、監視制御装置60を介した充電装置40との通信により、
臨床医は、埋め込み型装置15と通信して埋め込み型装置15の動作パラメータを設定又は調
整することができる。動作パラメータを設定又は調整するためのコマンドを受信すると、
埋め込み型装置15は、充電装置40からの命令に従って動作パラメータを設定又は調整する
。あるいは、充電装置40は、上記で議論した異なる通信規格を使用してシステム10内の他
の装置と通信することができる。
【００５６】
　充電装置40が、埋め込み型装置15とシステム10の他の装置との間の中継点として使用さ
れる場合、生理学的データ及び/又は動作データなどの情報は、埋め込み型装置15から充
電装置40に通信し、次いで遠隔サーバ95に格納するために充電装置40から遠隔サーバ95に
通信することができる。例えば、埋め込み型装置15は、生理学的データ及び/又は動作デ
ータを充電装置40に送信することができる。充電装置40は、生理学的データ及び/又は動
作データを格納することができ、かつ格納された生理学的データ及び/又は動作データを
遠隔記憶のために遠隔サーバ95に送信するように構成されプログラムされたルーチンを実
行することができる。プログラムされたルーチンは、充電装置がインターネットを介して
又は無線電話方式を介して遠隔サーバと通信することを可能にする命令を含み得る。この
命令はまた、生理学的データ及び/又は動作データの送信が暗号化されるように、充電装
置40からの通信を暗号化させることができる。あるいは、充電装置40は、生理学的データ
及び/又は動作データを監視制御装置60及び/又はモバイル装置80に送信して、それぞれの
装置に格納することができる。この構成では、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80
は、格納された生理学的データ及び/又は動作データを遠隔記憶のために遠隔サーバ95に
送信するように構成されプログラムされたルーチンを実行することができる。プログラム
されたルーチンはさらに、監視制御装置60及びモバイル装置80に動作パラメータ及び命令
又はコマンドを充電装置40に送信させて埋め込み型装置15に中継させることができる。
【００５７】
　埋め込み型装置15がシステム10と通信することができる第2の方法は、中継装置を使用
せずにシステム10内の1つ以上の装置と直接通信することによる。この構成では、システ
ム10内の他の装置との通信は、BLUETOOTH（商標）、Bluetooth low energy、ZigBee、及
びWi-Fiなどの近距離通信規格、並びにGSM、LTE、CDMAなどの長距離通信規格を含む上記
で議論した任意の通信規格を使用して確立することができる。埋め込み型装置15は、2つ
以上の通信規格を使用して通信するように構成することができるため、埋め込み型装置15
は、異なる通信規格を使用してシステム10内の異なる装置と通信することができることを
さらに理解されたい。充電装置40がリレーとして使用された第1の構成と同様に、臨床医
は、埋め込み型装置15の動作パラメータを設定又は調整するために埋め込み型装置15と通
信することができる。動作パラメータを設定又は調整するためのコマンドを受信すると、
埋め込み型装置15は、充電装置40からの命令に従って動作パラメータを設定又は調整する
。
【００５８】
　例えば、埋め込み型装置15は、BLUETOOTH（商標）又はBluetooth low energy接続を使
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用して監視制御装置60と直接無線通信することができる。監視制御装置60は、監視制御装
置60上で実行されると、監視制御装置60が埋め込み型装置15と直接通信することを可能に
する命令でプログラムされた非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。この例では、患
者の診察中に、監視制御装置60を使用する臨床医は、埋め込み型装置15に無線接続して、
埋め込み型装置15によって生成され格納されたデータを検討のためにダウンロードするこ
とができる。さらに、監視制御装置60は、動作パラメータを埋め込み型装置15に送信して
、中継点として充電装置40を使用することなく埋め込み型装置15の動作パラメータを調整
又は設定することができる。埋め込み型装置15がポンプを含む場合、臨床医は、ポンプを
運転するためのタイミング間隔などのポンプの動作パラメータを調整することができる。
動作パラメータを受信すると、埋め込み型装置15、例えば、1つ以上のプロセッサは、受
信した動作パラメータに従って動作を調整することができる。埋め込み型装置15と通信し
ている間、監視制御装置60を使用する臨床医は、埋め込み型装置15に格納された動作デー
タ及び/又は生理学的データをダウンロードすることもできる。さらに別の例では、埋め
込み型装置15は、Wi-Fi接続をサポートすることができ、かつ監視制御装置60を使用する
臨床医は、たとえ該臨床医と患者が同じ場所にいなくても、埋め込み型装置15に直接接続
することができる。
【００５９】
　埋め込み型装置15はまた、モバイル装置80及び/又は遠隔サーバ95と直接通信するよう
に構成することもできる。モバイル装置80及び遠隔サーバ95はそれぞれ同様に、モバイル
装置80及び/又は遠隔サーバ95上で実行されると、モバイル装置80及び/又は遠隔サーバ95
がそれぞれ、埋め込み型装置15との直接通信することを可能にする命令でプログラムされ
た非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。この構成では、埋め込み型装置15は、埋め
込み型装置15に組み込まれたセンサから生成されたデータを、検討のためにデータアナリ
スト装置100がこのセンサデータにアクセス可能であるように遠隔サーバ95に送信するこ
とができる。モバイル装置80及び/又は遠隔サーバ95は、上記で議論した任意の周知の方
法を使用して埋め込み型装置15と通信することができる。例えば、モバイル装置80及び遠
隔サーバ95は、Wi-Fi互換性を有し、インターネットを介して埋め込み型装置20と通信す
ることができる。あるいは、又はこれに加えて、埋め込み型装置20は、無線電話機能を有
し、例えばLTEを使用してモバイル装置80への接続を確立するように構成することができ
る。
【００６０】
　埋め込み型装置15が充電装置40を使用してシステム10と通信するか、又はシステム10内
の他の装置と直接通信するかにかかわらず、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80は
それぞれ、非一時的コンピュータ可読媒体を有することができ、かつそれぞれが、非一時
的コンピュータ可読媒体上で命令を実行して、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80
に遠隔サーバと通信させ、該遠隔サーバから動作データ及び/又は生理学的データを受信
させることができる。具体的には、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80は、以下に
より詳細に議論するように、埋め込み型装置15によって生成されたデータ及びデータアナ
リスト装置100によって生成されたデータを含む、遠隔サーバ95にアップロードされた新
しいデータについて遠隔サーバ95に問い合わせることができる。例えば、監視制御装置60
及び/又はモバイル装置80は、アナリストデータが遠隔サーバ95にアップロードされたか
否かを決定するために遠隔サーバ95に手動で問い合わせするように構成することができる
。
【００６１】
　あるいは、監視制御装置60及び/又はモバイル装置80はそれぞれ、監視制御装置60及び/
又はモバイル装置80上で実行されると、監視制御装置60又はモバイル装置80それぞれに、
例えば、アップロードされたアナリストデータが病状の診断及び/又は病状のリスク上昇
の徴候を含むか否かを決定するために、遠隔サーバ95にアップロードされた新しいアナリ
ストデータについて遠隔サーバ95に自動的かつ定期的に問い合わせさせる命令でプログラ
ムされた非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。監視制御装置60は、アナリストデー
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タが病状の診断及び/又は病状のリスク上昇の徴候を含むことを確認すると、モバイル装
置80に警報を送信するように構成することができる。データアナリスト装置100及び埋め
込み型装置15はまた、データがサーバに送信されたことを示す警報を自動的に生成して監
視制御装置60及び/又はモバイル装置80に送信するように構成することができる。好まし
くは、埋め込み型装置15、充電装置40、監視制御装置60、モバイル装置80、遠隔サーバ95
、及び/又はデータアナリスト装置100間の通信は暗号化される。
【００６２】
　次に図6を参照すると、モバイル装置80は、実行されるとモバイル装置80が埋め込み型
装置15によって生成されたデータを閲覧することを可能にする命令でプログラムされた非
一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。図6に示すように、モバイル装置80は、患者識
別情報81並びに生理学的データ及び/又は動作データなどの患者データ82を表示するため
のモバイルグラフィックユーザインターフェイス85を実行するように構成することができ
る。このようにして、患者モバイル装置80を使用する患者は、埋め込み型装置15によって
生成された瞬間データ又はアーカイブデータを閲覧することができ、患者が、常に自身の
生理学的健康状態を監視することができる。具体的には、モバイルグラフィックユーザイ
ンターフェイス85は、埋め込み型装置15に統合された1つ以上のセンサによって生成され
たデータ83を表示することができる。例えば、モバイルグラフィックユーザインターフェ
ース85は、温度データ、並びに複数のセンサによって生成された心拍数、心拍数の変動、
身体活動、呼吸、及び圧力データを表示することができる。
【００６３】
　モバイルグラフィックユーザインターフェイス85はまた、パラメータステータス84を出
力することができる。パラメータステータス84は、測定されたパラメータのステータス、
例えば、所与の患者で測定されたパラメータがLOW、HIGH、又はOK（正常）であるかどう
かを示すことができる。例えば、パラメータステータス84は、測定されたパラメータが予
めプログラムされた閾値と比較してどうかを患者に示すことができる。圧力測定値が予め
プログラムされた閾値を超えると、パラメータステータスは「HIGH」と表示される。同様
に、圧力測定値が予めプログラムされた閾値よりも低いと、パラメータステータスは「LO
W」と表示される。図6における他のパラメータステータスは、それらの測定値が閾値間の
正常範囲内にあることを示す「OK」と表示される。
【００６４】
　モバイルグラフィックユーザインターフェイス85に表示されたデータは、モバイル装置
80が遠隔サーバ95との接続を確立したときに遠隔サーバ95から受信することができる。あ
るいは、モバイル装置80が埋め込み型装置15と直接接続を確立すると、グラフィックユー
ザインターフェイス85に表示されたデータは、埋め込み型装置15から直接送信することが
できる。さらに別の例では、グラフィックユーザインターフェイス85に表示されたデータ
は、充電装置60から送信することができる。図6に例示されているステータスパラメータ
は、モバイル装置80上で実行されるソフトウェアによって決定してもよいし、又はモバイ
ル装置80によって受信されるデータに含めてもよい。
【００６５】
　次に図7を参照すると、例示的な試験プロトコルが示されており、該試験プロトコルは
、埋め込み型装置15によって実行されて、測定データを予めプログラムされた閾値と比較
して警告を生成するべきか否かを決定する。試験プロトコル150は、埋め込み型装置15の
プロセッサが、埋め込み型装置20内の少なくとも1つのセンサに生理学的データ及び/又は
動作データを測定するように指示する測定ステップ151で開始する。続いて、比較ステッ
プ152において、プロセッサは、測定データを予めプログラムされた閾値と比較するため
の命令を実行する。予めプログラムされた閾値は、システム10内の他の装置から埋め込み
型装置15に送信された動作命令から設定又は更新することができる。決定153において、
測定された生理学的データ及び/又は動作データが予めプログラムされた閾値範囲と一致
する場合、埋め込み型装置は、所定の期間待った後にもう一度生理的データ又は動作デー
タを測定するように命令される。しかしながら、測定されたデータが予めプログラムされ
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た閾値の範囲外である場合、警告ステップ154において、プロセッサは、埋め込み型装置1
5に警告メッセージを生成するように指示する命令を実行する。警告メッセージが生成さ
れると、送信ステップ155は、モバイル装置80、監視制御装置60、充電装置40、及び遠隔
サーバ95のうちの少なくとも1つ以上に警告を送信するように埋め込み型装置15に指示す
る命令を実行する。
【００６６】
　次に図8を参照すると、非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令を実行してい
るモバイル装置80が示され、該命令は、モバイル装置80上で実行されると該モバイル装置
に警告メッセージを患者/介護者に伝達させる。上記で説明し、図7に示すように、警告メ
ッセージは、埋め込み型装置15によって生成し、埋め込み型装置15から直接送信するか、
又は充電装置40を介して中継することができる。あるいは、警告は、データアナリスト又
は臨床医によるデータの分析が問題又は他の提起された懸念を明らかにするデータアナリ
スト装置100又は監視制御装置60を使用するデータアナリストによって生成することがで
きる。あるいは、モバイル装置80は、生理学的データ及び/又は動作データを、予めプロ
グラムされた閾値及び/又は予めプログラムされたアルゴリズムへの入力生理学的データ
及び/又は動作データと比較することにより生理学的データ及び/又は動作データを分析す
ることができ、そして必要に応じて、例えば、プログラムされた閾値よりも高い若しくは
低く、かつ/又はプログラムされた閾値の範囲外である場合は、警告メッセージを生成す
ることができる。
【００６７】
　警告グラフィックユーザインターフェイス86は、測定された生理学的データ及び/又は
動作データに関連する実用的な洞察を示すことができ、かつ生理学的データ及び/又は動
作データに関連する警告メッセージを示すことができる。警告グラフィックユーザインタ
ーフェイス86は、異常が検出されたことを示すことができ、又は所定の閾値と比較した測
定されたパラメータさえも表示することができる。例えば、埋め込み型装置15からの分析
は、不規則な心拍を検出することができ、検出時に、警告グラフィックユーザインターフ
ェイス86が、この異常について患者に警告することができる。警告グラフィックユーザイ
ンターフェイス86は、テキスト、電子メール、又は電話のいずれかによる、患者の医師と
の直接リンクをさらに含み得る。動作パラメータを調整することによって状態を軽減する
ことが可能である場合、警告グラフィックユーザインターフェイス86は、動作パラメータ
を調整するために患者に許可を求めることができる。警告がデータアナリスト装置100に
よって発行される場合、警告メッセージは、検出された病状の種類及び/又は生成された
他の実用的な洞察も示すことができる。警告グラフィックユーザインターフェイス86は、
警告に関連するデータ及び/又はデータの分析へのリンクをさらに含み得る。緊急応答者
は、警告メッセージが生成されると、同時に連絡され、患者の場所及び状態を知らされ得
る。
【００６８】
　警告が、埋め込み型装置15、モバイル装置80、及び/又はデータアナリスト装置100によ
って生成される場合、監視制御装置60を使用する医師又は臨床医はまた、警告グラフィッ
クユーザインターフェイス86に表示された同じ情報に関する警告を監視制御装置60で受信
することもできる。警告は、図9に示す警告と同様に、警告に関連するデータ、実用的な
洞察、及び/又はデータにアクセスするためのリンクをさらに含み得る。警告が、埋め込
み型装置15又はデータアナリスト装置100によって生成された場合、医師は、次に問題の
パラメータを検討し、適切な場合には、該警告をモバイル装置80に送信することができる
。
【００６９】
　動作パラメータを調整することによって状態を軽減することが可能である場合、埋め込
み型装置15の動作パラメータを調整するための要求を医師又は臨床医に送信することがで
き、許可を受信すると、コマンドを監視制御装置60から埋め込み型装置へ直接通信するか
、又は充電装置を介してコマンドを中継することによって、埋め込み型装置15に動作を調
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整するように命令する。コマンドを受信すると、埋め込み型装置15は、1つ又は複数の動
作パラメータを調整することができる。例えば、コマンドは、1つの体腔、例えば、腹膜
腔、胸膜腔、心膜腔から別の体腔、例えば、膀胱、腹膜腔に多量又は少量の体液をポンピ
ングし、かつ/又はポンプセッション間の時間間隔を調整するように埋め込み型装置15の
プロセッサに指示することができる。埋め込み型装置15は、データアナリスト装置100を
含むシステム内の任意の数の装置に同様の警告を送信することができる。埋め込み型装置
15からデータアナリスト装置100に送信される警告は、送信される警告に関連する埋め込
み型装置によって測定された最新のデータをさらに含むことができ、遠隔のアナリストが
関連データに即座にアクセスして分析することができる。
【００７０】
　次に図9を参照すると、監視制御装置60は、監視制御装置60が埋め込み型装置15及び/又
はデータアナリスト装置100によって生成されたデータを検索及び閲覧できるようにプロ
グラムされた、非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令を実行することができる
。監視制御装置60によって受信されるデータアナリスト装置100に関するデータは、臨床
医又は医師に実用的な洞察を提供することができ、すなわち、問題又は懸念に対処するた
めにどのように対応するか、又はどのような措置を講じるかを決定するのに十分な情報を
医師に提供することができる。図9に示すように、グラフィックユーザインターフェイス6
1は、分かりやすいデータの表示を提供し、臨床医が、関連情報を短期間で受け取ること
が可能となる。上記で説明したように、監視制御装置60は、このデータを埋め込み型装置
15、充電装置40、モバイル装置80、遠隔サーバ95、及び/又はデータアナリスト装置100か
ら受信することができる。
【００７１】
　図9に示される臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71は、例示的な臨床医用
グラフィックユーザインターフェイスの例示である。図9に示すように、臨床医用グラフ
ィックユーザインターフェイス61は、患者番号及び/又は患者の氏名などの記録ロケータ
を含み得る患者識別子72を含み得る。臨床医用グラフィックユーザインターフェイス60は
、例えば、生理学的データボックス73及び動作データボックス74に配置されたデータを表
示することができる。生理学的データボックス63は、埋め込み型装置15によって生成され
た現在の生理学的測定値75、並びに埋め込み型装置15、遠隔サーバ95、充電装置40、及び
/又は監視制御装置60によって保存された平均及び/又は以前の測定値76を含み得る。例え
ば、生理学的データボックス73は、生理学的パラメータ、例えば、現在の呼吸数、体腔の
現在の圧力、体腔若しくは身体の標的領域の現在の温度、現在の心拍数、又は身体の生理
学的状態を示す埋め込み型装置15によって検出された任意の他の現在の測定値を表示する
ことができる。生理学的ボックス73はまた、生理学的パラメータ、例えば、平均呼吸数、
体腔の平均圧力、体腔若しくは身体の標的領域の平均温度、平均心拍数、ある期間にわた
る心拍数の変動、又は身体の生理学的状態を示す埋め込み型装置15によって検出された任
意の他の平均測定値、並びに1つ以上の以前に測定された呼吸数、以前に測定された体腔
の圧力、体腔若しくは身体の標的領域の以前に測定された温度、以前に測定された心拍数
、又は埋め込み型装置15によって検出された、以前に測定された任意の他のパラメータも
表示することができる。例示的に、現在の圧力は0.55 mmHgであり得るが、平均圧力は0.5
1 mmHgであり得、現在の呼吸数は毎分15呼吸であり得るが、平均は12.5呼吸であり、現在
の体温は、華氏98.8度（摂氏約37.1度）であり得るが、平均体温は華氏98.7度（摂氏約37
.1度）であり得、かつ現在の心拍数は毎分68拍であり得るが、平均心拍数は毎分82拍であ
り得る。
【００７２】
　同様に、動作データボックス74は、動作データ、例えば、排出量、温度、持続時間、及
び電圧測定値、又は埋め込み型ポンプ15の性能若しくは該埋め込み型ポンプに組み込まれ
たハードウェアの性能に関連する任意の他の測定値を含み得る動作測定値77を表示するこ
とができる。動作データボックス74は、生理学的データボックス73と同様に、埋め込み型
装置15の現在の動作測定値、又は埋め込み型装置15、遠隔サーバ95、充電装置40、及び/
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又は監視制御装置60によって保存された測定値を示すことができる。例えば、動作データ
ボックス74は、動作パラメータ、例えば、埋め込み型装置15内のハードウェアの電流測定
値、例えば、内蔵ポンプの現在の排出量、バッテリの現在の温度、現在の流速、現在の電
圧測定値、又は埋め込み型装置15若しくは埋め込み型装置15に組み込まれたハードウェア
の動作を示す埋め込み型装置15によって検出された任意の他の現在の測定値を示すことが
できる。
【００７３】
　あるいは、動作ボックス74はまた、動作パラメータ、例えば、平均排出量若しくは以前
に記録された排出量の測定値、平均温度若しくは以前に記録された温度の測定値、平均流
速若しくは以前に記録された流速の測定値、平均電圧若しくは以前に記録された電圧の測
定値、又は埋め込み型装置15若しくは埋め込み型装置15に組み込まれたハードウェアの動
作を示す埋め込み型装置15によって検出された任意の他の平均値若しくは以前に記録され
た測定値などの動作パラメータを示すことができる。動作データボックス74は、動作デー
タ測定値、例えば、バッテリ及び/又はポンプの温度、ポンプのRPM、埋め込み型装置15の
ハウジング内の湿度、又は埋め込み型装置15若しくは埋め込み型装置15に組み込まれたハ
ードウェアの性能若しくは動作に関連する任意の他の測定値をさらに含み得る。
【００７４】
　臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71はまた、実用的な洞察を意味する他の
パラメータ及びデータも示すことができる。例えば、臨床医用グラフィックユーザインタ
ーフェイス71は、測定された生理学的パラメータ及び/又は動作パラメータ、例えば、体
腔内の体液の粘度又はカロリーの燃焼率から計算されたパラメータを含み得る。測定され
た生理学的パラメータ及び/又は動作パラメータから得られる実用的な洞察は、埋め込み
型装置15、監視制御装置60、モバイル装置80、又はデータアナリスト装置100にプログラ
ムされたアルゴリズムを使用して生成することができる。あるいは、又はこれに加えて、
データアナリストは、測定された生理学的パラメータ及び/又は動作パラメータをデータ
アナリスト装置100で分析し、そしてデータを既知の傾向又は相関と比較することによっ
て実用的な洞察を得ることができる。
【００７５】
　臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71を使用して、臨床医又は医師は、動作
データボックス74にも表示され得る動作設定を変更することによって埋め込み型装置15の
性能を調整することができる。例えば、臨床医は、ポンプの所望の排出量を0.05に変更す
ることができる。この変更は、埋め込み型装置15と監視制御装置60との間の直接通信によ
って、又は充電装置40をリレーとして使用することによって、埋め込み型装置15に即座に
通信することができる。臨床医又は医師が調整することができる設定の他の例には、ポン
プ作動のタイミング、ポンピングの持続時間、又は埋め込み型装置15若しくは埋め込み型
装置15に組み込まれたハードウェアの動作を制御することができる任意の他の設定が含ま
れる。
【００７６】
　医師用グラフィックユーザインターフェイス71は、医師がどちらのデータを表示するか
を決定できるようにカスタマイズすることができる。医師は、アーカイブデータと現在の
データとの任意の組み合わせを表示するように選択することができる。例えば、医師は、
過去6ヶ月間などの期間にわたる圧力平均を表示するようにグラフィックユーザインター
フェイスをカスタマイズしてもよいし、又は代わりに圧力の高及び低を表示するように選
択してもよい。あるいは、医師は、選択された生理学的データ及び/又は動作データのみ
を表示し、他のものを表示しない、例えば、圧力、温度、及び心拍数は表示するが、呼吸
数は表示しないようにグラフィックユーザインターフェイスをカスタマイズすることがで
きる。
【００７７】
　臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71はまた、埋め込み型装置15によって生
成されたデータの1つ以上のグラフィック表示を生成することもできる。グラフィック表
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示78は、一定期間にわたって所与のパラメータを分析するために医師によって生成するこ
とができる。グラフィック表示78は、測定された生理学的データ及び/又は動作データを
表すフローチャート（複数可）、円グラフ（複数可）、棒グラフ（複数可）などを含み得
る。医師は、患者の酸素飽和度をよりよく理解するために、所与の期間にわたって患者の
呼吸数を患者の心拍数と比較するように選択することができる。以下により詳細に議論す
るように、グラフィカル分析はまた、専用のアナリストが遠隔で生成することができ、そ
して臨床医がグラフィックユーザインターフェイス71で見ることができる。同様に、表及
び他の様々な周知のデータ比較方法は、データアナリスト装置において専属のアナリスト
が遠隔で生成することができ、臨床医がグラフィックユーザインターフェイス71を使用し
てアクセスすることができる。臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71は、引用
によりその全内容が本明細書中に組み込まれている、Degenの米国特許第9,039,652号に示
されるような追加の情報を表示することができる。
【００７８】
　臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71はまた、警告79などの様々なメッセー
ジを医師に通信することができる。警告又は警報は、埋め込み型装置15、モバイル装置80
、及び/又はデータアナリスト装置100によって生成することができる。例えば、埋め込み
型装置15がポンプを有する場合、臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71は、ポ
ンプが閉塞などの故障をしたという警告を表示することができ、さらには流れの方向を逆
転させるなどの問題を解決する方法を提案することもできる。別の例では、図7のステッ
プ152～155に示されるプロセスとほぼ同様に、監視制御装置60は、生理学的パラメータ及
び/又は動作パラメータを所定の閾値と自動的に比較して、異常が発見されたとき、例え
ば、測定されたパラメータが、所定の閾値よりも上又は下であり、かつ/又は所定の閾値
範囲（複数可）外であるときに、自動的に警告を生成するようにプログラムされた非一時
的コンピュータ可読媒体に格納された命令を実行することができる。
【００７９】
　臨床医用グラフィックユーザインターフェイス71は、監視制御装置60及び/又はモバイ
ル装置80で確立されたメッセージングプロトコルをサポートすることができる。メッセー
ジングプロトコルは、医師又は臨床医が、メッセージ及び/又は警告をモバイル装置80に
送信することによって該メッセージ及び/又は該警告を患者に通信することを可能にし得
る。例えば、医師は、異常な生理学的パラメータ及び/又は動作パラメータ又は傾向に気
付くことができ、そして、例えば、患者がどのように感じるか又は患者が特定の症状又は
不快さを感じているかを患者に尋ねるために、モバイル装置80にメッセージを送信するこ
とができる。メッセージングプロトコルを使用して、患者は、モバイル装置80を使用して
自身の現在の状態を医師に知らせることができる。代わりに医師が、生理学的データから
患者が現在医療事象を経験しているか、又は医療事象を経験しようとしていることに気づ
いた場合、該医師は、次に何をすべきかの指示を患者に即座に送信することができる。例
えば、メッセージは、全ての身体活動を即座に中止するように患者に指示することができ
る。あるいは、又はこれに加えて、医師は、臨床医用グラフィックユーザインターフェイ
ス71を使用してメッセージを緊急サービスに送り、患者の場所及び状態を緊急サービスに
知らせることができる。
【００８０】
　次に図10を参照すると、埋め込み型装置15は、任意に、LAN又はWANを介して遠隔サーバ
95と直接無線通信してもよいし、又はさらに充電装置40を介して遠隔サーバ95と通信して
もよい。遠隔サーバ95はまた、ハード接続又は無線接続を介した1つ以上のデータアナリ
スト装置100とも通信する。1つ以上のデータアナリスト装置100はまた、無線又は有線接
続のいずれかによって互いに通信することもできる。データアナリスト装置100を使用す
るアナリストは、遠隔サーバ95によって受信された動作データ及び/又は生理学的データ
にデータアナリスト装置100上で定期的にアクセスし、ダウンロードし、そして検討する
ことができる。データアナリスト装置100は、埋め込み型装置15とは異なる市、さらには
異なる国に存在してもよく、アナリストは、遠隔サーバを介して埋め込み型装置15から最
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近生成されたデータにアクセスすることができる。遠隔サーバ95からデータを受信してア
クセスすることに加えて、データアナリスト装置100は、アナリストデータを遠隔サーバ9
5に送信することができる。遠隔サーバ95は、モバイル装置80及び/又は監視制御装置60な
どの他の装置による検索のためにデータアナリスト装置100から送信されたデータを格納
することができる。
【００８１】
　データアナリスト装置100はまた、システム内の他の装置との接続を確立し、そして他
の装置のために生理学的データ及び/又は動作データを検索することができる。例えば、
データアナリスト装置100を使用する遠隔のアナリストは、埋め込み型装置15から生理学
的データを取り出し、受け取った生理学的データを分析し、そしてシステム内の他の装置
によるダウンロードのためにデータ分析を遠隔サーバ95に送信することができる。別の例
として、データアナリスト装置100を使用する遠隔のアナリストは、埋め込み型装置15か
ら動作データを取り出し、受け取った動作データを分析し、そしてシステム内の他の装置
によるダウンロードのために遠隔サーバ95にデータ分析を送信することができる。上記で
説明したように、データ分析は、問題又は懸念に対処するためにどのように対応するか、
又はどのような措置を講じるかを決定するのに十分な情報を患者、介護者、医師、又は臨
床医に提供し得る実用的な洞察を含み得る。
【００８２】
　次に図11を参照すると、データアナリスト装置95に表示されたアナリスト用グラフィッ
クユーザインターフェイス101が示されている。アナリスト用グラフィックユーザインタ
ーフェイス101は、患者識別番号及び/又は患者の氏名などの記録ロケータを含み得る患者
識別子102を含み得る。アナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101はまた、分
析を行ったデータアナリストを示すデータアナリスト識別子103も含み得る。アナリスト
用グラフィックユーザインターフェイス101を使用して、動作データ及び/又は生理学的デ
ータなどの埋め込み型装置15によって生成された、選択されたデータを理解しやすい表現
でデータアナリストに提示する。アナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101
は、アナリストの要求及び分析手法を満たすために、アナリストによって完全にカスタマ
イズすることができる。例えば、アナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101
は、表形式及び/若しくはグラフフィック形式で、又はデータ分析で知られている任意の
他の周知の形式でデータを表示することができる。
【００８３】
　アナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101を使用して、データアナリスト
は、例えば、埋め込み型装置15によって生成された動作データ及び/又は生理学的データ
などのデータを検討及び分析することができる。アナリストはまた、現在のデータ及び保
存されたデータの両方を使用して傾向を観察し、傾向を予測し、病状及び/又は病状のリ
スクを同定し、そして実用的な洞察を得ることができる。複数の患者からのデータは、匿
名又は非匿名で互いに対して比較することができる。例えば、共に同じ診断を受けている
息子の埋め込み型装置で生成されたデータを父親の埋め込み型装置によって生成されたデ
ータと比較して、遺伝性疾患の影響をよりよく理解することができる。あるいは、同じ状
態を発症したことが分かっている複数の患者からのデータをまとめて分析して、データ間
の傾向を調べることができる。このような傾向は、同じ傾向を共有する他者の病状の予防
又は診断に役立ち得る。
【００８４】
　例示的な一実施態様では、データアナリストは、呼吸数センサ、心拍数センサ、ECGセ
ンサ、血圧センサ、及び/又は温度センサによって生成されたデータを分析することによ
って心臓発作の早期警告サインを検出することができる。これらのセンサから生成された
データは、心臓発作が差し迫っている又はその可能性が高いか否かを決定するために、心
臓発作を起こしたことがある個人の傾向と比較することができる。同様に、呼吸数センサ
、心拍数センサ、血圧センサ、及び/又は温度センサを含むセンサを使用して、データア
ナリストは、心不全の早期サインを検出することができる。
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【００８５】
　具体的には、呼吸数センサからは、慢性的な咳や喘鳴に加えて息切れを検出することが
でき；血圧センサからは、高血圧が検出を検出することができ；温度センサからは、患者
の体温の異常を検出することができ；そして心拍数センサからは、心拍数の増加を検出す
ることができる。さらに、心不全のさらなる指標である心室性ギャロップ（ventricular 
gallop）又は拡張初期ギャロップ（protodiastolic gallop）として知られる第3の心音も
検出することができる。データアナリスト装置100は、埋め込み型装置15によって生成さ
れたデータを様々な傾向と自動的に比較して所与の状態又は医療事象のリスクを決定する
ようにプログラムされた非一時的コンピュータ可読媒体に格納された命令を実行すること
ができる。病状又は事象のリスクが高いと決定された場合、命令はまた、リスクの警告を
生成し、そしてモバイル装置80及び/又は監視制御装置60による検索のために該警告を遠
隔サーバ95に自動的に格納することができ、かつ/又はモバイル装置80及び/又は監視制御
装置60に該警告を自動的に送信することができる。
【００８６】
　図11に示すアナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101は、アナリストのグ
ラフィックユーザインターフェイスの例示的な実施態様を例示するスナップショットであ
る。示されているように、アナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101は、比
較のためにデータの複数のグラフィック表示を同時に表示することができる。例えば、ア
ナリスト用グラフィックユーザインターフェイス101は、ある期間にわたって測定された
圧力104のグラフィック表示を表示することができる。同様に、グラフィックユーザイン
ターフェイス101はまた、同じ期間にわたって測定された心拍数105のグラフィック表示を
表示することができる。測定された圧力と測定された心拍数とをオーバーレイグラフィッ
ク表示106上で比較することによって、アナリストは、2つのパラメータ間の関係について
即座に推論し、結論を下すことができる。この例では、オーバーレイされたグラフィック
表示から、測定された圧力と測定された心拍数が4月16日の同じ日に急上昇したことは明
らかである。
【００８７】
　アナリストはまた、表を作成することによって特定のデータを保存されたデータと比較
することを望み得る。1つ以上の表は、ある期間にわたる高又は低などの選択された測定
値を含む、経時的な埋め込み型装置15からの1つ以上の測定されたパラメータを表示する
ことができる。例えば、表107は、各月の最高圧力測定値及び最高心拍数測定値を例示す
る。示されているスナップショットにおいて、4月では、測定された最高圧力は1.25 mmHg
であり、測定された最高心拍数は毎分113拍である。示されている方法で配置されたアナ
リスト用グラフィックユーザインターフェイス101は、アナリストが、表107をグラフィッ
ク表示104、105及び106と比較することを可能にする。アナリストは、埋め込み型装置に
よって生成されたデータを分析するために当該技術分野で周知である任意の数の分析ツー
ルを使用できることを理解されたい。
【００８８】
　データアナリスト装置100によって生成されたデータ分析は、任意の数の周知の方法で
フォーマットし、そして遠隔サーバ95に送信して格納することができる。例えば、結果は
、レポート又はスプレッドシートの形式であり得る。あるいは、アナリストは、データア
ナリスト装置100上で生成されたグラフィック表示又は表を遠隔サーバ95に単純に保存す
ることができる。上記で説明したように、データ分析を遠隔サーバ95に送信することに加
えて、アナリスト装置100を使用するデータアナリストは、結果をモバイル装置80及び監
視制御装置60に直接送信することができ、かつデータが遠隔サーバ95にアップロードされ
たときに、警報を生成し、警報を監視制御装置60及び/又はモバイル装置80に通信するこ
とができる。
【００８９】
　上記で議論したように本開示に従って、システム10内の装置間の通信は、いくつかの周
知の技法によって容易にすることができる。システム10内の全ての装置は互いに通信し得



(23) JP 2019-530492 A 2019.10.24

10

るが、いくつかの装置は、システム内の全装置の数よりも少ない装置と通信し得ることを
理解されたい。例えば、システム10のいくつかの装置は、インターネットに接続すること
ができ、他の装置は、1つ以上の周知の方法を使用してインターネットに接続された他の
装置に1対1の接続をすることができる。
【００９０】
　本発明の様々な例示的な実施態様を上記で説明したが、本発明から逸脱することなく様
々な変更及び修正を加えることができることは当業者には明らかであろう。例えば、図1
に示すシステム10は、図1に示す構成要素よりも少ない構成要素を含んでもよいし、ある
いは2つ以上の監視制御装置又はさらに2つ以上の埋め込み型装置などのより多くの構成要
素を含んでもよい。添付の特許請求の範囲は、本発明の真の精神及び範囲内に含まれる全
てのこのような変更及び修正を網羅することを意図する。

【図１】 【図２】

【図３】
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